
 木製サッシの付帯設備

石　井　　　誠

　はじめに
　近年の北海道の住宅は，断熱・気密性能が向上
し，快適な室内空間を得られるものが増えてきま
した。また，間取りなどを見ても，居間を広く取
り，吹き抜けやフリースパンの部屋にして自由に
仕切りをするものなど，狭い部屋のイメージが変
わりつつあります。そのため，住宅の付帯設備に
も変化がみられて当然という感じがしますが，実
際にはそれらに関する木製品の開発はあまり行わ
れていないようです。
　住宅の付帯設備には，カーポート，ガレージ用
シャッター，門扉，フェンスなどのエクステリア
など多くの製品が考えられます。ここでは，まだ
あまり普及していない窓周辺の付帯設備として，
外付け断熱シャッターとウィンターガーデンに絞っ
て検討してみたいと思います。

　外付け断熱シャッター
◎外付け断熱シャッターの設計
　外付けシャッターを使用することで，容易に開
口部の断熱性能が向上することはよく知られてい
ます1）。同時に夏の強い日ざしを避ける目的でも
有効な手段です（写真 1）。同様のものは，わが
国では雨戸という形で使用されています。しか
し，雨戸は台風などの際の水密性向上，夏の日ざ
しの遮断，防犯などの目的で使用されますが，降
雪や結氷などのある積雪寒冷地を考慮したもので
はありません。そこで，北海道の近年の住宅事情
および窓形態に適したシャッターの検討を行って
みました。
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　北海道で使用されるシャッターに必要な条件
は，次のようなものが考えられます。
・ 100mm程度の壁厚さでも取り付けることがで
　 きる

写真 1  外付けシャッターによる日除け例

写実 2　外付けシャッターの例
　　   （ PVCローラーブラインド）
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　　　　写真 3　外付けシャッターの例

　　　　　　    （木製ローラーブラインド）

・外開き窓が多いので，内側から開閉できる機
　能を有する
・採光調整が窓を閉じた状態でも室内からでき
　る
・清掃が容易
・雪などによる凍結がない
　これらの条件を満たすものは，ローラーブライ
ンドタイプ（写真 2， 3）とよろい戸タイプ（写
真 4）と思われました。それぞれのタイプについ
て長所と短所を列挙してみます。

＜ローラーブラインドタイプ＞
　（1）長所
・開口面積に制約されることが少ない
・室内からの操作が容易にできる
・ブラインドブレードに透き間ができるように
　止めることにより，光量調節が可能となる
・シャッターの脱落がない
（2）短所
・わが国のように壁厚さが薄いと，ブラインド
　を収納するケースの取付けが難しい
・ブラインドの重量が重くなり，大面積の開口
　部では電動化する必要がある
・破損の際の修理が難しい
・ブラインドプレード厚さが薄いので，材料管
　理を厳密に行わなければならない
・価格が高くなる
・清掃が難しい
・再塗装などのメインテナンスに難点がある

  　　写真 4　外付けシャッターの例（木製よろい戸）

＜よろい戸タイプ＞
（1）長所
　・断熱性が高い1）

　・取付けが容易
　・保守が容易
  ・機構が簡単なため製造が容易であると同時に
　　価格を低くできる
  ・北海道の新築住宅にもよろい戸（本来の使用
　　方法でなく飾りとして）を付けているものが
　　見られることから，デザイン的には受け入れ
　　やすい
（2）短所
・幅の広い窓に取り付けることが難しい
・内開き窓以外の窓では，室内側からの操作が
　難しい
・光量調節が難しい
・開放時の収納スペースが必要
　これらのことを考慮して，木製シャッターの諸
性能について検討してみました。

◎木製よろい戸の操作性と採光性の改善
　ここで検討した断熱シャッターは，価格が低
く，メインテナンスの容易なよろい戸タイプと
し，室内側で開閉操作する機構を取付け，光量調
節を行うことができるものの設計，試作を行いま
した（図 1～ 2，写真 5～ 8）。
　なお，設計に当たり次のことを考慮しました。
　（1）開閉のための機構は，室内側で操作する既
　存の金具（ドイツ製）を改良して用いる。
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図 1  試作したよろい戸の正面図 図 2　よろい戸の縦断面図

写真 5　試作したよろい戸
　　　（よろい戸閉，ガラリ閉）

写真 6　試作したよろい戸
　   　（よろい戸閉，ガラリ開）

写真 7　試作トキよろい戸
　　   （よろい戸開）

写真 8　よろい戸の室内側操作ハンドル
　　   （窓上：ガラリ開閉用，
　　　   窓横：よろい戸開閉用）

（2）光量の調節は各障子の上部に可動式のガラ
　 リを取付けるようにし，この操作は，室内側
　 で窓を閉じた状態でも行えるようにする。
（3）シャッターは，オイルステイン系塗料を塗
　 るが，いろいろな色の塗料で着色することに
　 よって，住宅のデザインにマッチしたものに
　 する。

　◎木製シャッターを取り付けた窓の温度分布
　  木製断熱シャッターを取り付けた場合，どの程
　度断熱性が向上するかを知るために，有限要素法
　を用いて温度分布のシミュレーションを行いまし
　た。シミュレーションを行ったシャッター付き窓
　としては，シャッターは厚さ 15 mmのマツ材を用
　い，計算条件を単純化するためにローラーブライ
　ンドタイプのものを想定しました。
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　　　　　図 3　木製開き窓の温度分布

　その結果（図 3～ 4），木部および躯体の室内
側表面温度はほとんど変わらないのに対して，結
露の問題が出るガラスの室内側表面温度が 2.1～
 3.9℃上昇しました。また，外気温が－15℃の場
合でも，窓内側に結露しないことが予想されまし
た。このため，外側にシャッターを取り付けるこ
とは，断熱，防露性能を改善する方策として有効
であることが分かりました。

◎木製よろい戸の遮音性能
　よろい戸は，断熱性を向上させると同時に遮音
性も向上させることができます。そこで，どの程
度遮音性能を改善できるかを調べるために，図 5
のような試験体を製作し，遮音試験を行いました
（写真 9）。試験は， JIS  A  1416  「実験室に
おける音響透過損失測定方法」に従いました。

　外気温度：－15℃　　室内温度：20℃
図 4　木製シャッター付き開き窓の温度分布

　その結果は，図6のように特に高音域で顕著な効
果がみられました。その性能は， JIS  A  4706
「サッシ」に規定されている防音サッシの遮音性
基準に当てはめると，Ts－35を満たしていました。．
これは，一般的な外壁並の性能です。

　ウィンターガーデンの検討
　居間から庭に抜ける空間を想定すると，窓は外
と内の境界線を形成する部分と考えられます。そ
のため，居間は室内の一つの空間，庭は屋外の独
立した空間としてとらえられています。しかし，
特に雪によって冬期間庭の機能を失う北海道に
おいては，庭をいかに居間に取り込むかが今後の
住様式の提案を行う際に大きな課題となります。
このためには，庭と居間の間の境目をできるだけ
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図 5　遮音試験を行ったよろい戸と窓の縦断面図
図 6　遮音試験の結果

　　　　写真 9　遮音試験を行ったよろい戸

あいまい

曖昧にして，居間を実際以上に大きく使用するこ
とが考えられます。
　これに近いものは，日本の住宅では縁側，ヨー
ロッパではウィンターガーデン，デッキやバルコ
ニーという形です。ドイツの住宅展示場を見たと
き，バルコニーやテラス，デッキなどのくつろぎ
の空間が多く見られます。それらの割合を調べた
ところ，バルコニーのあるもの 70％（写真 10），
テラス，デッキのあるもの 56％（写真 11，12），
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　　　　　　写真 10　バルコニーの例

ウィンターガーデン（サンルーム）のあるもの14
％（写真 13）でした。
　日本の縁側は，北海道では結露の可能性が大き
く，不向きであると考えられます。そのため，こ
こではヨーロッパのウィンターガーデンについて
検討を行いました。

　ウィンターガーデンは大きく四つに分類されま
す2）。

（1）単なる屋外環境の緩衝帯（写真14）
　テラス，デッキ，バルコニーなどはこれに含ま
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写真 11  テラスの例

写真 12　木製デッキの例

写真 13　ウィンターガーデンの例

れます。
（2）時々居間として使用できるウィンターガーデ
　ン（写真15，16）
　非暖房とするか，補助的な暖房を用いる程度
で，常時人がくつろぐ空間ではないもの。そのた
め，居間とウィンターガーデンの間の仕切りは外
装に使われる窓と同等の気密・断熱性能を有して
いる必要があります。
（3）居間と同様の使用をする部屋（写真17，18）
　十分な暖房手段を用い，居間とウィンターガー
デンの仕切りがほとんどないもの。
（4）温室（写真19）
　植物の栽培を主目的とするため，温湿度が居住
環境に適さないくらい高いもの。

　ここで，上記（2）の時々居間として使用できるも
のを考えた場合，北海道でウィンターガーデンを
使う上での前提は次のようなものが考えられます。

（1）冬期に雪が積もった場合も使用できるよう
　に，屋根を設け，その部分を半室内とし，雪
　のない季節には，外側の窓，天井をできるだ
　け開放して通気をよくする。
（2）風雨の激しい日には外側の窓は，雨戸の役

写真 14　単なる屋外環境の緩衝帯
　　 　　としての例
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   写真 15　時々居間として使用するウィンターガーデンの例

   写真 16　時々居間として使用するウィンターガーデンの例

　　     写真 17　居間の一部としてのウィンター
　　　　　　　    ガーデンの例
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   写真 18　居間の一部としてのウィンター
　   　　 　ガーデンの例

　　　　　　　写真 19　温室の例

　割を果たし，内側の窓に風雨が直接当たらな
　いようになる。ただし，外側の窓は一次的な
　防水のための緩衝部分という考え方から，ウィ
　ンターガーデン内に漏水の可能性がある。そ
　のため，ウィンターガーデン内は，水に濡れ
　ても良いような材料処理とする。
（3）ウィンターガーデン内は，一時的居室とい
　う考え方から，基本的には暖房は考えない
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が，低温水を用いた床暖房などによる補助暖

房を行うことも可能であろう。

（ 4） 外側の窓の仕様は，気密，水密性はあまり

高くな くてもよい。できるだけ広い開放面積

を持っ ことが要求 され る。 また，内側の窓

は，水密性は要求 されないが，高断熱性と高

気密性を要求される。そのため，外側の窓の

ガラス仕様は，単板ガラス，内側の窓のガラ

スは複層ガラス以上の断熱性を持たせる必要

があ る。

（ 5） 開閉方式は，内側の窓は引戸 （引き違いテ

ラス戸）ない し折戸のように大面積を開放で

き，かつ気密性を保てるもの，外側の窓は，

引戸，ピボット金具を用いて簡単に取 り外 し

ができる開き戸や，折戸のように完全に開口

部を開放できるものが考えられる。また，部

分的な換気用に側面の壁の一部をジャロジー

タイプにすることも考えられる。

（ 6） 屋根の仕様は，屋根面を小分割 して可動式

の天窓を設置し，通風，採光機能を持たせる。

しか し，この方法は価格が高 くなるため，全

面に半透明な樹脂板を使用し，カーテンなど

で遮光する方法も考えられる。 この場合 も，

室内の温度が高くなるのを防ぐために，天窓

は必要である。

（ 7） ウインターガーデン内に居間の性格を持た

せる意味で，棚，テーブル，いすなどを トー

タルコーディネー トしたものも考える必要が

ある。

ウインターガーデンの問題点は，次のことが考

えられ ます。

（ 1） 身区体との取付部分およびウィンターガーデ

ン内部に使用される材料に十分な耐水処理を

配慮 していないと，木材の耐久性が低下する。

そのため，どのような耐久化処理を行 うか。

特に，居間として考える場合，人が直接触れ

る可能性が高いため，毒性については十分配

慮する必要がある。

（ 2） 基礎部分から造 らなければならないため，

建築価格が高 くなることは否めないが，それ

をいかに圧縮するかが課題 となる。

（ 3） 換気および遮光による温度調節を考える場

合，最低限に必要な開口面積 と遮光性能の兼

ね合いを考える必要がある。

このように，今後検討を加えなければならない

課題は多 くあります。

おわ り に

わが国では，これに似たユニット化された木製

テラス，サ ンルームは，すでに商品化 されていま

すが，北海道ではあまり見 られません。 これは，

それ らのサンルームの屋根形状などが積雪地帯を

対象として考えられていないためや，断熱性，気

密性，結露，積雪対策などに問題が残 っているた

めと思われます。また，P R 不足 によるユーザー

の認識不足もあるでしょう。

しか し，北海道のような積雪寒冷地では，前述

のように冬期間の生活が閉鎖的にな りがちなた

め，冬期間でも積極的に自然を取 り込むことがで

きるこれ らの商品の積極的な開発，活用が望まれ

ます。

参考資料

1 ） H ． H a r t m a n n ， J ． S c h m i d ： “ E n t w i c k l u n g

V O n en erg leSp a ren d en F en sterk o n stru k －

t i o n e n ” ， I n s t i t u t furFenstertechnik

e ．Ⅴ．，R o sen h eim ，（19 8 2）

2 ） I n e s C a t r i c i ： “ G l a s v o r b a u t e n ” ， V f A

P r o f il， 2 ，（19 8 9）

（ 林産試験場 性能開発科）

－8 －

′′‾ヽ

／「


